
「利家とまつ」の加賀・百万石の石川県から参
りました。
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スライドは／石川県内／保健所管轄別の小児科
医療機関を表しています。県内全てであります。
大きい四角１つが１０の小児科の医療機関であ
ります。その内、赤色が我々メーリングリスト
のメンバーのいる医療機関であります。全体で
約半数の小児科医療機関が参加していますが、
特に南の方／いわゆる加賀地方を中心とした小
児科医の間で／情報交換をしています。
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メーリングリストでは感染症情報も積極的に集
めています。この縦軸が１週間のメール数であ
ります。赤い色の部分はその内の感染症の報告
等／感染症サーベイ関連のメール数であります。
ここはインフルエンザの流行した頃であります。
ここらへんに「はしか」の流行がありました。
この凹っこみは同じ感染症でもサーバーへのコ
ンピューターウイルスの感染であります。
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それら感染症の個々の報告を／地区ごとに小学

校や保育所単位にまとめ、週に１回メール

で配信しています。これはその週報の「は

しか」の項の一部であります。施設名、年

齢、発症した日、診断日等の情報で二次感

染者の発生日が予測できます。

実際、個々のメールや週報が有用であっ
た例を紹介いたします。
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昨年私の所で数年ぶりに「はしか」の児を診断
しました。自信がなかったので／診療を終えた
後に「疑い」として／メールで流しました。そ
の深夜帯に、メンバーの1人が当直の病院で／
「同じ保育園に通っている児を／「はしか」と
診断した」というメールであります。私の報告
がそのメンバーにとって／診断に役立った様で
すし、このメールで／私も「はしか」の確信を
持てたという次第であります。これらは昨年金
沢市内での最初の「はしか」の症例でありまし
た。
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私の近所のメンバーから、ある保育所で「はし

か」が発生というメールがありました。そ

れ以来私の所では、「はしか」のワクチン

が未接種の場合／熱発しているそこの保育

園児は／待合室に入る段階で隔離。熱が続

く時には／昼休み時間等に来院させ／診察

をしていました。

その報告の発症日から１０日後にＶＩＰ待

遇で診察されていたそこの保育園児が/その

４日後(あと)の昼の診察で／Koplikと発疹が

あり／麻疹と診断したという私の報告メ－

ルであります。メールでの情報が／待合室
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での２次感染を予防する事が出来ました。

私は時間的に隔離しましたが、駐車場の車の中

へ出向き／診察をしているメンバーもいました。

なお／石川県では本年６月から、大人も含め

た全数の「はしか」に対し、メールやFaxを用

いて／「麻疹迅速把握事業」が実施されました。

年齢、性、施設名、発症日、診断日、ワクチン

の有無、感染源などが／報告した日か翌日に／

医師会員に対して公表されます。我々のメーリ

ングリストよりも広い範囲からの情報が得られ

る様になりました。
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インフルエンザであります。今年の冬、メール
上では保育所や学校等、約４５０の施設で／３.

０００例弱の確認されたインフルエンザが／
メールで報告されました。余りにも多くの報告
があったので／その施設毎の発生数をＥｘｃｅ
ｌでまとめ、メーリングリストのホームページ
に掲載いたしました。週に２～３回それを更新
しました。スライドはそのほんの一部でありま
す。メンバーはそれをプリントアウトしたり、
ダウンロードしていた様であります。診断日で
表しています。表の横軸は診断日で、縦軸は学
校等、施設名です
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家族の発熱を聞き出すように／「どこの保育
所？」「どこの学校？」と問診し、そこでのイ
ンフルエンザの情報があるという事は／診断に
大きなヒントを与えてくれましたし、事実イン
フルエンザの診断率も高くなりました。この
メールは今年の流行の初め頃のメンバーからの
報告であります。
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これらタイムラグのない情報を得ると言う事は

／一見通常の感冒と鑑別できない状況／つ

まり「はしか」のカタル期では／待合室で

の２次感染予防の観点から有用でありまし

たし、インフルエンザにとっては／診断の

有力な武器となりました。

以上、ローカルメーリングリストとその感染

症サーベイランスの有用性について報告いたし

ました。

スライド有り難うございました。
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